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Ｉはじめに

「良いリズムで走っている」「リズムに乗った攻撃を

展開している」「投球のリズムが良い」など，運動や

スポーツの場面で，リズムということばが頻繁に使用

されているが，運動を行うときに，動きにあったリズ

ムを口ずさむと身体がスムーズに動くことがある．こ

こで用いられるリズムは，主観的で固有のものである

が，運動を無駄なく円滑に行い，パフォーマンスを向

上させることに寄与していることは間違いない.一方，

スキーのスラローム選手の小気味よい連続ターンやス

プリンターの無駄のないランニングフォーム，あるい

はピッチで繰り広げられる流れるようなパス交換から

リズムを感じることがある．大築（1996）は，前者の

運動を行う時に生じるリズムを「運動のリズム」，後

者の運動から感じられるリズムを「感覚のリズム」と

呼んで区別している．

ところで，運動を行う際に形成されるイメージは，

「巡励のリズム」と同様に個人に固有のものであり，

主観的・感覚的なものであるが，運動パフォーマンス

に左右する重要な要因となる．一方，「なめらかな動

作」とか「力強い動き」といったことばが使われるよ

うに，人間の運励は，それを観察する人によってさま

ざまなイメージでとらえることができる．そこで，「運
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動のリズム」と「感覚のリズム」との区別を援用して，

前者の運動を行う時に生じるイメージを「運動のイメ

ージ」，後者の運動から感じられるイメージを「感覚

のイメージ」と呼ぶことにする．なお，この２つのイ

メージは必ずしも一致するものではない．つまり，運

動を行っているものがその運動の拠り所としているイ

メージと，運動を観察しているものがその運動から感

じるとるイメージは，性々にして異なっている．ここ

に，イメージを共有することの難しさが存在すると考

えられる．

そこで，本研究では，主観的・感覚的な情報によっ

て，運動を制御するためのイメージ（｢運動のイメー

ジ｣）がどのように形成されるのか，さらに，「運動の

イメージ」が動きのパフォーマンスに反映されるのか

を検討した（実験ｌ）．また，運動を観察することで形

成されるイメージ（｢感覚のイメージ｣）の特徴を明ら

かにし，「運励のイメージ」と「感覚のイメージ」との

相互関連性を検討した（実験２)．

Ⅱ実験１

１．方法

１）被験者

ダンス部に所属する大学生７名（活励歴4.0±2.5年)．

２）課題

足を肩幅よりも少し開いた状態で，両腕を大きく回
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３）「運動のイメージ」形成のための主観的・感覚的

情報

怖報Ａ（絵：銀世界の風景）と愉報Ｂ（音：小川の

ゆるやかな流れ）をイメージを形成するための情報と

して与えた．

４）「運動のイメージ」の測定

ＳＤ法を用いてイメージの測定を行った．評定尺度

は，「遅い－速い」「広い－狭い」「大きい－小さい」「強

い－弱い」「動的な－静的な」ｒ激しい－穏やかな』の

６つで，５段階で評定した．

５）動きのパフォーマンスの分析

被験者の前方向と横方向に２台のカメラを設慨し，

動きを撮影した．計測点は，頭頂，右肩関節，右肘関

節，右手首，右指先，右大転子，右膝関節，右足首，

右つま先の９ケ所とし,動作解析プログラム(DHK社，

FrameDIASII）を用いて分析した．なお，動作時間

（時間的指標）と動きの大きさ（空間的指標）を動き

のパフォーマンスの指標とした‐

６）動きの言語化

どのように動いたのかを尋ね，回答をボイスレコー

ダーを用いて記録した．

７）手続き

課題の動きをビデオで観察し，『運動のイメージ」の

測定を行ったのち，課題の動きを行った．統いて，情

報Ａ，さらに情報Ｂを呈示し，同様の手続きを繰り返

した．なお，各勤作の直後に,動きの言語化を行った．

２．結果と考察

１）運動のイメージの変化

６つの評定尺度の平均値と標準偏差を求めた(表１，

図ｌ）．情報を付加されたときの「運動のイメージ」の

変化を検討するため，情報なしと情報Ａ，情報なしと

情報Ｂでｔ検定を行った．その結果，情報Ａでは「静

的な－動的な」（t=3.87(6)，ｐ<,01）に，情報Ｂでは

「大きい－小さい」（1=2.47(6)，ｐ<､05）と「広い－

狭い」（t=3.67(6)，Ｐ<､05）に有意な差が認められ，

主観的・感覚的な情報を付加することによって異なる

表１－運動イメージの変化
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Ⅲ実験２

１．方法

１）被験者

ダンス部に所属する大学生６名（ダンス経験9.5土

5.1年）および大学生21名．

２）課題

6７

『運動のイメージＪが形成されることが示された．

２）動作時間の変化

動作時間の平均値と標準偏差を求めた(表２，図２)．

傭報を付加されたときの動作時間の変化を検討するた

め，怖報なしと情報Ａ，情報なしと箭報Ｂでｔ検定を

行った．憎報なしと情報Ａ（t=6.54(6)，ｐ<､01)，怖

報なしと情報Ｂ（t=2.70(6)，ｐ<､05）のいずれにおい

ても有意な差が認められ，主観的・感覚的な情報を付

加することによって動作時間が長くなることが示され

た．

３）動きの言語化

ボイスレコーダーに記録されたことばを記述したと

ころ，表３に示したように，動きの空間性，時間性，

力勤性に関わることばがみられた．特に，「ゆっくり，

４）運動のイメージと動きのパフォーマンス

『運動のイメどのようにパフォーマンスに反映され

ているのかを検討するために，３名の被験者の「運動

のイメージ」と動作時間，および右手指先の移動の軌

跡を示した（同３～５)．なお，右手指先の移動の軌跡

は，動きの大きさを示す播標となると考えられる.

怖報Ａに対する「運動のイメージ」は，空間的には

「大きく・広く｣，時間的には「やや遅く」であった．

また，内椅報告においても「大きく，ゆっくり」動く

ように意識していた．怖報Ｂに対する「運動のイメー

ジ」は，情報Ａと比べると，空間的にはやや「小さく・

狭く｣，時間的には「やや速く」であった．

両者の指先の軌跡を比較すると，被験者ａでは「通

勤のイメージ」を反映してやや小さくなっているもの

の，他の被験者では，「辿勤のイメージ」との違いが指

先の動きに反映されているとは言い難い．また，動作

の大きさが変化していない，あるいは小さくなってい

るにも関わらず,動作時間は長くなっていた．これは’

動作が遅くなったことを示し，「遮動のイメージ」と勤

作時間とは一致しなかった．

このように，空間的なイメージ，および時間的なイ

メージの形成と動きのパフォーマンスとは必ずしも一

致しないことが明らかになった．

と「大きく」という表現が多くみられた

表 ２ ． 動 作 時 間 の 変 化

図３被験者ａのイメージと動き
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２．結果と考察

１）感覚のイメージの特徴

モデルごとに６つの評定尺度値の変動係数を求めた

（図６)．モデルｌの変動係数は，いずれの評定尺度値

においても低く，被験者がモデルから得た「感覚のイ

メージ」が比較的安定して形成されていることが明ら

かになった.一方,モデル２では，「穏やかな－激しい」

「弱い－強い」などの力動的イメージは安定している

ものの，「広い－狭い」「大きい－小さい」などの空間

的イメージが不安定であった．また，モデル３では，

空間的イメージは安定しているが，力動的イメージが

不安定であるなど一定の傾向は認められなかった．こ

れらの結果は，同じ助きを観察しても，観察者によっ

て形成されるイメージ（｢感覚のイメージ｣）には少な

からず差が生じていることを示している．

２）観察者によるイメージの違い

ダンス部に所属する大学生は，日常から動きを観察

するという機会が多い．また，ダンスの創作過程にお

いて，目標とする動きのイメージを共有することが求

められる．そこで，一般の大学生との違いを明らかに

するために，ダンス部に所属する大学生（波線）と一

般大学生（グレー塗り）の「感覚のイメージ」を示し

た（図７)．いずれのモデルに対しても，共通した傾向

が認められ，「広い－狭い」「大きい－小さい」などの

空間的イメージでは，ダンス部員は一般大学生よりも

「小さく，狭い」イメージを描いていた．また，「穏や

かな－激しい」「静的な一動的な」などの力動的イメー

ジでは，一般大学生よりも「穏やかで，静的な」イメ

ージを描いていた．このように，動きを観察し，動き

から運動情報を得る経験に富んだ観察者が享受するイ

メージは，経験の少ない観察者とは異なるものであっ

た．こうした事実は，学習場面における運動情報の伝

達やイメージの共有における困難さを示唆するもので

ある．

３）運動のイメージと感覚のイメージとの関連性

動きのイメージを共有するためには，運勤悩報の伝

達者と，その悩報を受けとる被伝達者とのイメージが

可能な限り一致していることが必要である．そこで，

勤きを行うモデル(運動情報の伝達者)が形成する｢通

勤のイメージ（波線)」と被験者(情報を受けとる被伝

達者）が描く「感覚のイメージ（グレー塗り)」とが，

どの程度一致するのかを検討した（図８)．「運動のイ

広い

実験ｌでビデオ撮影した被験者（モデル）の映像を

モニターに呈示いその動きを見て，どのようなイメ

ージ（印象）であったかを回答する．

３）映像の呈示

映像は，２回呈示し，映像と映像との間に15秒のブ

ランクを入れた．５名のモデルのそれぞれ３つの動き

（｢情報Ａを呈示したのちの動き：動きＡ」「情報Ｂを

呈示したのちの鋤き：動きＢ」｢傭報のない状態での動

き：動きＣ｣）がランダムな順序になるように編集して

呈示した．

４）『感覚のイメージ」の測定

実験ｌのイメージの測定で用いたのと同じ６つを評

定尺度とした．各評定尺度のことばの対を120ｍｍの

直線の両端に記し,適当だと思う位置に縦線を引いた．

直線の端からの距離を求め，全体の長さに対する割合

を各評定尺度の値とした．

５）手続き

課題の映像を呈示し，それぞれの映像が消えたのち

のブランクの間にイメージの測定を行った．

動作時囲

い

》
嘘

指先の

剰齢

筒い

4.62秒

■い

5.20秒助作時間



6９

０
８
６
４
２
０

１
０
０
０
０
０

大きい
小さい

回動きＡロ動きＢ■動窓Ｃ

モデル１

、
、

Ｌ
Ｌ

遅
速

大きい

小さい

１
１

●
し
し

広
狭

弱い

強い

祖やかな

激しい

帥的な
動的な

０
８
６
４
２
０

ｓ
●
■

１
０
０
０
０
０

０
８
６
４
２
０

１
０
０
０
０
０

０
０
。

モデル２

運動のイメージと感覚のイメージ

い
い

遅
速

Ⅳ ま と め

本研究では，大学生を被験者にして，主観的・感覚

的な悩報によってｒ運動のイメージ」がどのように形

成され，動きのパフォーマンスに反映されるのかを検

討した．また，運動を観察することで形成される「感

覚のイメージ｣の特徴を明らかにし,｢運動のイメージ」

と「感覚のイメージ」との相互関連性を検討した．

主観的・感覚的な情報を付与することによって異な

る「運勤のイメージ」が形成されることが明らかにな

った．また，動作時間も長くなり，主観的・感覚的な

情報が運動パフォーマンスに影響を与えることが示さ

れた．なお，各被験者が形成した空間的・時間的な「迦
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狸やかな
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らかの指標を持たなければならないであろう．人間の

動きには，うまさ，巧みさ，美しさといった感性情報

が含まれている．こうした感性情報を何らかの形で定

騒化することができれば，客観的・力学的な指標では

ない新たな指標で動きを観ることが可能となり，イメ

ージの共有化に近づけるであろう．

大きい

小さい

I1Iil
モデル３

遅い
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躯やかな

激しい
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図６．モデルに対する評価の変動係数

メージ」における評定尺度値が「感覚のイメージ」の

評定尺度値を上回っている場合が多くみられた．これ

は，自分では空間的に「大きく」，力動的に「ゆっくり」

と動いているつもりでも，観察者には「小さく」「激し

く」動いているように感じられ，イメージが一致して

いないことを示している．なお，モデルｌにおける２

つのイメージは，ほぼ一致していた．モデルｌの「感

覚のイメージ」に対する評定尺度値の変動係数が，他

のモデルよりも低かったことから，運動情報の伝達者

の技量が安定したイメージの共有に影響すると考えら

れる．

これらの結果から，「感覚のイメージ」と「運動のイ

メージ」とは，必ずしも一致するものではないことが

明らかになった．これは，デモンストレーションやＶ

ＴＲといった視覚情報のみでは，勤きを伝運できない

ことを示している．「運動のイメージ」をことばという

記号を用いて記述することは，視覚悩報を補うための

ひとつの方法である．また，情報の伝達者と被伝達者

とがイメージを共有するためには，両者に共通する何
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運動のイメージと感覚のイメージ

動のイメージ」と実際の動きのパフォーマンスは，必

ずしも一致しないことが示された．

動きを観察することで形成される｢感覚のイメージ」

は，対象となった動きに対する観察者の運動経験によ

って異なることが明らかとなった．また，動きを行う

モデル（運動悩報の伝達者）が形成する「動きのイメ

ージ」と観察者(運動情報の被伝達者)が形成する「感

覚のイメージ」とを一致させることは難しく，通勤悩

報がうまく伝わるかどうかは伝達者の技量に負うとこ

ろが大きいことが示された．

付記：本研究は，平成16.17年度科学研究費補助金

（基盤研究Ｃ:課題番号16500382）の援助を受けて行

われた研究の一部である．
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